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流行と創造性  

総革理事 甘利 俊一   

学問や捜衝が高度に苑展したために，学者や技術者は自分の狭く  

て掛ゝ専門しかわからない専門パカになってしまう．この綴果，社  

会的総合的な存在である学問や技術軌 それを担う専門家の手を離  
れて一人歩登を咽めるという矛盾が生ずる．これはもう今は曹の学  

蘭紛争のころに指摘された開題点であった．   

あれから訊年．学閥と捷術はこのシナリオとは全く異なった展  

開を示した．互い荘厳れたかに昂えた物理学と録学の垣根がとれて，  

両者め交流が数学の新しい発展をうながしている．それだけでなく，  

すべての分野に共通する非線形岡慮の中から．カオスやフラクタル  

といった普遷的な構造が確立しようとしている．一方では．踵撃と  

エ学め壁は全くなくなり，全体が一つの学問体系を構成している．  

技術の世界畠見れば考れほそも毒もが総合胞なもので る．ここで  

は自胸とする機雛を実現するために，ありとあらゅる手轢方法を用  

い，総合的な優れた機能を実現する．   

技術は基隣陶な学問と♯びついて高度の発展を速げた．我が学舎  

もこの中で日本の工学界最大の学会仁成長した．学問の総合的な発  

展にあたって，このような大学余熱駿は有利であ軋有効に轢能す  

る．しかし一方では，官附ヒ硬直化をさけるために恥よ偲どの努  

力工夷をし削ナればならない．この隙間を担って，dヽさな学舎が多  

く誕生してくる．   

奇妙なことかもしれないが，技術や学問の世界にも流行がある．  

AIやニューロ，ロボットヤ超伝導など，多くの涜紆が作られ，よ  

b自由な同志鱒な結合を求めて専門化した小学会が作られて重た．  

流行は今まで隈れていた分野や方法の可能性に光を当て，ここに努  

力を集中するわけで，決して憩いあ欄ではない．この活動を支える  

小学舎にも多くの長所があることを革める必要があろう．   

しかし，学問や技術が専門分化したものとして孤立して成立する  

ものでないことはこれまでに克て窒たとおりでぁる．むしろ，広い  

総身物凄視野に立っ声調堰から，新しい濁行となる分野ヤ手法を鱒  

拓していく努九 ここにこそ其の創適性がある．我々のような大学  

食軋d、学食と協力してこれを包ゑ込盈ながち．常に新いl創造的  

な分野を生患だしていくことが樗欝されていると思う．   

我々は大学食の長所を生かし，改革を掛ナることによってこのよ  

うな創造性を生農育て．流行を創㊥出すような大学会であり紺ナた  

いもので㊦る．   
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